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（８）－２ 英語学習の評価基準 （１９年度版）

おおぞら ３年 ４年 ５年 ６年

・英語での話しか・英語での話しかけを興・英語での話しかけを興・相手が話す英語を積極・相手が話す英語を積極

けを聞こうとす を持って聞こうとする 味を持って聞こうとす 的に聞こうとする。 的に聞こうとする。

る。 ・英語の音声やリズムに る ・決まった言い回しや ・決まった言い回しやフ

・英語のフレーズ 関心を持ち話そうとす・英語の音声やリズムに フレーズを使って，表 レーズを使って，表現

を繰り返して話 る 関心を持ち話そうとす 現しようとする。 しようとする。

そうとする。 る ・自分の名前を英語で書

こうとする。

・簡単なあいさつ・１～２語を用いて，自・１～２語を用いて，自・身のまわりのことにつ・身のまわりのことにつ

ができる。 分のいいたいことを表 分のいいたいことを表 いて，２つ以上の単語 いて，２つ以上の単語

・簡単な遊びに参 現できるようにする。 現できるようにする。 を使って表現できるよ を使って表現しようと

加できる。 うにする。 する。

・自分の名前を英語（ロ

ーマ字）で書くことが

できる。

・簡単なあいさつ・身振りや表情，具体物・半具体物を手がかりに・つながりのある幾つか・つながりのある幾つか

や遊びのルール などを手掛かりにし して，話されているこ の文を聞いて，その概 の文を聞いて，その概

がわかる。 て，話されていること とを理解できるように 要を理解することがで 要を理解することがで

を理解する。 する。 きる。 きる。

・日本語と英語の・日本語と英語の音が違・日本語と英語の音やリ・日本語と英語の音やリ・日本語と英語の音やリ

音が違うことが うことを理解できるよ ズムが違うことを理解 ズム，イントネーショ ズム，イントネーショ

わかる。 うにする。 できるようにする。 ンが違うことを理解で ンが違うことを理解す

・文字遊びを通じ・身のまわりでアルファ・英語を用いて外国の人 きるようにする。 る。

て、アルファベ ベット文字が使われて とコミュニケーション・英語は，世界の広い地・英語は，世界の広い地

ットに親しむこ いることを理解できる をはかれるということ 域にわたって人とコミ 域にわたって人とコミ

とができる。 ようにする。 を理解する。 ュニケーションを計る ュニケーションを計る

・英語を用いて外国の人 ための道具であるこが ための道具であるこが

とコミュニケーション 理解することができ 理解することができ

をはかれるということ る。 る。

を理解する。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

関
心
・
意
欲
・
態
度

表
現
の
能
力

理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の
理
解


